
 
 
 
 
 
 

 
 

 

内
村
鑑
三
記
念
キ
リ
ス
ト
教
講
演
会 

 
戦
後
七
二
年
、
昨
年
行
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
の
結
果
、
改
憲
勢
力
が
国
会
で
三
分
の
二
を
越
え
、
憲
法
改
定
が 

 

現
実
の
こ
と
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
わ
が
国
の
敗
戦
と
そ
の
結
果
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
は
、
内
村

鑑
三
の
無
教
会
信
仰
に
立
つ
者
に
と
っ
て
は
、
神
の
審
き
と
憐
れ
み
に
よ
る
も
の
と
受
止
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま

し
た
が
、
ま
こ
と
に
容
易
な
ら
ざ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
世
界
は
愛
が
冷
え
、
自
分
中
心
、
自
国
中
心
が
は
び
こ
り
、
社
会
の
分
断
と
対
立
が
進
み
、
核
を
め
ぐ

る
戦
争
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
時
、
二
人
の
講
師
を
通
し
て
、
内
村
鑑
三
の
弟
子
で
あ
っ
た
南
原
繁
と
矢
内
原
忠
雄
の
信
仰
の
継

承
と
実
践
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
言
葉
に
、
今
の
時
代
に
生
き
る
者
と
し
て
、
耳
を
傾
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
の
ご
来
聴
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。 

司
会 

 

春
風
学
寮
集
会    

森
山
浩
二 

講
演 

「
世
俗
に
お
け
る
無
教
会
キ
リ
ス
ト
者
―
南
原 

繁
を
範
に
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

無
教
会
自
由
が
丘
集
会 
 

宮
崎
文
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

「
真
理
の
継
承
―
内
村
鑑
三
か
ら
矢
内
原
忠
雄
へ
」 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

 

百
合
ヶ
丘
聖
書
研
究
会 

 

川
中
子
義
勝 

  

日
時 

二
〇
一
八
年
三
月
二
五
日
（
日
）
午
後
二
時
～
四
時
半
（
受
付
開
始
一
時
三
〇
分
） 

＊
講
演
終
了
後
に
「
講
師
を
囲
む
懇
談
会
」
を
持
ち
ま
す
。 

（
自
由
参
加
、
四
時
四
五
分
～
五
時
半
） 

会
費 

一
〇
〇
〇
円
（
学
生
五
〇
〇
円
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

場
所 

今
井
館
聖
書
講
堂
（
目
黒
区
中
根
町
一
‐
一
四
‐
九
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
電
話
）
〇
三
・
三
七
二
三
・
五
四
七
九 

 
 
 

 
 

 
 

  

＊
東
横
線
「
都
立
大
学
」
下
車
七
分
。 

＊
駅
頭
に
案
内
人
は
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
チ
ラ
シ
を
必
ず
ご
持
参 

の
上
会
場
の
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

主
催 

内
村
鑑
三
記
念
キ
リ
ス
ト
教
講
演
会
運
営
委
員
会 

連
絡
先 

二
五
一
―
〇
〇
一
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

藤
沢
市
川
名
一
八
一
―
一
八 

Ｂ
一
二
〇
四 

 

坂
内
宗
男 

 
 
 
 
 

 

（
電
）
〇
八
〇
・
五
四
一
二
・
九
三
八
六 

 

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
〇
四
六
六
・
二
二
・
八
〇
一
五 

 
  


